
Learning Web Project

ラーニング・ウェブ・プロジェクト
(Learning Web Project)

－自立・共愉的な学習ネットワークの形成に向けて－

１９９９年３月

通商産業省

Learning Web：自立共愉的学習ネットワーク（Convivial Learning Network）。社会思想家イヴァン・イリ
イチが提唱する中心概念であり、人々の超・学校的、自立的かつ共同体的な営みの中での学習の場
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学びの形の進展

必要や義務に迫られて知識を教え込む

自発的かつ自立的に世の中の文化的実践に参加
し、他者とともに湧き出してくる知の喜び（Ｊｏｙｆｕｌ）
を分かち合う（共愉）

支援する道具としてのＩＴ

従来

今後
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プロジェクトの基本的考え方

本プロジェクトは、

「人間の学びを支援する」立場、即ち「学習者
中心主義」に立脚し、

「人の学びや思考を支援する道具」、「学び
の共同体をつくる道具」としてのよりよい在り
方を追求し、

それを具体的に実現する斬新な教育ソフト
や教育手法の開発を積極的に支援する。
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プロジェクトの目的

高度情報化社会においては、知的諸活動が国民
生活の主要な位置を占める。

本プロジェクトは、単に、学校等において生徒や学
生に対しＩＴについての知識や技能を身につけさせ
ることに留まらず、人々が社会に存在する知的資
源を活用し、世の中の文化的実践に関わり、参加
していくことを可能ならしめ、さらに一人ひとりが自
分らしさを表現し、生かすことを通して、他者と協同
的に知的な実践活動できるようになることを支援す
ることを目的とする。
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基本的視点

学校、教室のみ
学校に加えLearning Webの活用
（自立・自発的な個人が共愉的に連携・共同して
　学習するネットワーク）

教育者と被教育者が個々
人で

学習者と学習支援者が共同体で

個々人が時間内に頭の中
に既に取り込んだ正しい
知識を  発揮できる能力を
身につけること
　　　　　

様々な知的資源を活用して他者と共同して、
知を探究・創造することを通じ、自分らしさ
を発揮し、それを他者と分かち合う能力を
身につけること

場

主体
（主・従）

学習
とは

今後従来
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基本的視点（続き）

教育者のための指導要領
（教えるべきことのパッケー
ジ）

学習者の知の探究の為の知的資源
(Information Base)と道具(Convivial　Tool)
（学習共同体への参加を深めていく時のきっ
かけ）

教材

教師が生徒に対して効率
的に知識を教え込む（伝
達する）為の手法

学習者が学びの筋道を見出し、学習共同
体の実践に参加していくことを支援する為
の手法

手法

強い目的意識と動機を持っ
たユーザーが行うタスクを
支援する道具

学習者の学習共同体への参加を容易にす
るとともに、共同体内で共有された知を活
用し、学習者達の思考を外化（編集、表現
等）すること等を通じ、学習共同体の知の
探究、創造を支援する道具

ＩＴ技術

今後従来
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具体的な取り組み

教育の情報化に対応した新しい学習形態の
構築に向けて

（教育の情報化推進事業）

平成１０年度第１次補正事業
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背景

• 学校へのコンピュータ整備が計画的に進むなか、文部省
の「情報化の進展に対応した初等中等教育における情
報教育の推進等に関する調査研究協力者会議」におい
て情報化の方向、課題、推進策の検討が行われてきた。
そうした中、平成９年１月に教育改革プログラム（平成１０
年４月改訂）が政府の行動計画として発表され、情報教
育の更なる推進が政府の方針として掲げられた。

• 海外においても教育の情報化は国の競争力の源泉とな
るものと捉え、将来の国を担う人材の育成という観点か
ら学校教育の情報化を国家的規模で推進している。
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背景（続き１）

• 一方学校の情報化は、通産省が文部省の協力のもとで
行ってきた１００校プロジェクト等が行われ教育現場での
情報技術を活用した教育の可能性を実証してきたが、イ
ンターネットに接続している学校数も３８００校（平成１０年
３月現在）を越えるなど、学校におけるインターネットが試
行期から普及期に入ってきていた。

• また、平成１１年度末を目処に学校へのコンピュータの整
備に関する整備計画が進められると共に、平成１３年度
末までに全ての中学校、高校、平成１５年までに全ての
小学校がインターネット接続するように計画が進められて
きた。（現在は、小学校も平成１３年度末にインターネット
接続されるように計画が変更されている）
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背景（続き２）

• そこで全国の学校（４万校）がインターネットに接続するこ
とを視野に入れた取り組みが必要となるが、そのために、
新１００校プロジェクトで実施したような地域の学校や住
民全体による面による取り組み、指導者の育成等の周囲
の環境まで含んだ体制の整備を行う必要があった。

• また、大学等の高等教育においても、専門性が多様化し
てきており、高度な専門講義の充実や情報産業の高度
化に向けた人材育成が必要であった。

• また、社会全体の情報化を図るためには学校の情報化、
企業の情報化により全てがカバーできるわけではない。
地域住民の情報化も重要な要素である。全ての生活者
が情報技術にふれる機会が増えてきていることから、生
涯教育等で住民の情報活用能力向上も図っていく必要
がある。



Learning Web Project

事業概要

• このような背景から、通商産業省では、本格的な
教育の情報化推進のに向けて「情報学習サポー
ト事業」と「情報化教育モデル学習システム開発
事業」を文部省と連携を取りながら実施している。
– 「情報学習サポート事業」は、情報化の裾野を広げるプロジェクト

であり、地域住民、指導者等の情報リテラシーの育成を図るもの
である。この事業は、他の学校や地域が参考にできるモデルとな
るプロジェクトに数多く取り組むことにより、今後情報化に取り組
む地域や学校の情報化を容易にするものである。

– 「情報化教育モデル学習システム開発事業」では、これまでの１
００校プロジェクトに引き続き先進的な技術を使った新たな教育
への取り組みを行うとともに情報化に伴う新たな教育形態の模
索を行うものである。そしてこの実践結果は、情報教育に取り組
む全国の学校に適宜反映させ全体の高度化を図っていくもので
ある。
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事業概要

• 前記２つのプロジェクトを合わせて「教育の情報
化推進事業」と総称し、通商産業省及び情報処
理振興事業協会（ＩＰＡ）は、平成１０年度の第一
次補正予算事業として平成１０年７月から９月ま
で公募を受け付けたところ、全国から３８７件の
応募があり、技術的な先進性や継続発展性等を
基準に６３件の採択候補を選定した。これらの成
果は、今後、教育現場へ展開が図られていく予
定である。
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１００校プロジェクト(H6～8)

機器・サービスが高価格

情報技術利用の可能性の検証

有効性の検証から応用事例へ

様々なバリエーションを実践

高度化

展開 展開

教育

情報化教育モデル学習システム開発事業

情報学習サポート事業

最
先

端
の

教
育

を
普

及

参加

情報教育
取組校・地域

バリエーショ
ンを参照

全国４万校へ

サポータ

支援

高度情報社会が接近 先進的な先生

教育を情報化したい

しかし

背景

新１００校プロジェクト(H9～10)

情報技術利用に関する更なる実践
　地域展開、国際化、高度化など

少数校による試行から、全国
展開に向けた取り組みに

環境
整備

端末の整備

インターネットの整備

学習指導要領の改訂
設備整備等の目
処は立った

情報処理技術者委嘱事業

11年度までに完了予定

13年までに完了予定

14年に開始（小学校、中学校）
17年に開始（高校）

指導者の育成、ソフトウェアの開発が急務

先進的な技術などを使った新
たな教育への取り組みを行う

地域住民、指導者の情報リテ
ラシーの向上を図る

情報活用のできる
人材の供給

産業界

回線、機器の貸与
コーディネート

コーディネート

教 育 の 情 報 化 推 進 事 業
（H10-H11）

全体の流れ

Ｅスクエア
（H11-）

学校ネットワーク促進プロジェクト
　・授業支援情報提供
　・環境整備支援
　・協動企画
先進的情報技術活用プロジェクト
　・先端研究

成果を反映
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情報学習
ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀ

全国
センター機能

ﾄﾞﾒｲﾝ管理

教材DB

新聞DBﾍﾙﾌﾟﾃﾞｽｸ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

教員育成用ｶﾘｷｭﾗﾑ・システム

市販教材
DB

地域センター
機能

センターの
ミラー機能

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
DB

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
・人材DB

地域版
ｾﾝﾀｰ機能

ﾍﾙﾌﾟﾃﾞｽｸ

大学等

ＮＰＯ等

企業等

日本語教育
ﾘｿｰｽｾﾝﾀ

ﾚｲﾃｨﾝｸﾞ
ｼｽﾃﾑ

ｾｷｭﾘﾃｨ
ｾﾝﾀｰ

ｶﾘｷｭﾗﾑ

ＰＣｸﾘﾆｯｸ (ﾍﾞﾝﾀﾞ各社)

新聞DB(新聞各社)

教材ＤＢ(大学等)

Ｅスクエア・ﾍﾙﾌ゚ﾃ゙ｽｸ (IPA)

情報処理技術者DB(CEC)

子供用ＨＰ(こねっと､Yahoo)

ﾊﾟｿｺﾝ教室 (ﾍﾞﾝﾀﾞ各社)

情報処理専門技術教室
(専門学校等)

ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ
(ﾆｭｰﾒﾃﾞｨｱ開発協会 )

日本語教育

教室デジタル化

学校間学習支援環境 情報技術教育

操作基礎教育

地域ネットワーク

授業ｺﾝﾃﾝﾂ

小中高一貫教育

障害者向け教育

病院内教育

地域学校間ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

電子博物館

表現教育

情報編集

地域ｿﾌﾄ
ｾﾝﾀｰ

教育ｾﾝﾀｰ

ｿﾌﾄｳｪｱﾗｲﾌﾞﾗﾘ等(IPA,CEC)

事例集(CEC)

各学校

ＪＰＮＩＣ

IPAｾｷｭﾘﾃｨｾﾝﾀｰ

高速ﾈｯﾄﾜｰｸ

• 双方向動画通信ﾍﾞｰｽの仮想空間を用いた院内学級支援ｼｽ
ﾃﾑ (ｲﾒｰｼﾞ情報科学研究所)

• ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ水族館の構築～人の行動に連動した動的情報
提示 ( ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｻﾞｲﾝ)

• 知的ｴｰｼﾞｪﾝﾄによる遠隔教育ｼｽﾃﾑ (電子学園)
• ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞをﾃｰﾏとする総合学習科目のﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮ

ﾝｼｽﾃﾑ(総合学習科目生涯経営開発 PJ協議会 )

• 小学校高学年･中学生向け仮想的ﾊﾟｿｺﾝ内自由探検学習ｼｽﾃﾑ( 日
本電子開発)

• WEBｺﾝﾃﾝﾂ､言語処理系ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの開発ｼｽﾃﾑ(会津ﾘｴｿﾞﾝｵﾌｨｽ)
• 計算機及び情報技術の原理教育のための教材開発(九州ｼｽﾃﾑ情

報技術研究所 )
• 仮想現実感による体感的なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ教育ﾂｰﾙの開発と評価(ｿﾘｯﾄﾞ

ﾚｲ研究所)
• ﾈｯﾄﾜｰｸ環境での教育活動型ｺﾝﾃﾝﾂ統合ﾂｰﾙの開発( ﾃﾞｰﾀﾎﾟｯﾌﾟ )

• ﾃｷｽﾄ入力教育のための総合教育支援ｼｽﾃﾑの開発（日本ﾋﾞｰｺﾑ )
• 子ども向け3D疑似体験によるｲﾝﾀｰﾈｯﾄ学習ｼｽﾃﾑ( 富士通ﾗｰﾆﾝｸﾞﾒ

ﾃﾞｨｱ)

• 音楽創作活動を支援する作詞作曲編曲ｿﾌﾄｳｪｱの開発( ﾐｭｰｼﾞｶﾙ･ﾌﾟ
ﾗﾝ)

• 学校教育及び生涯教育におけるGIS教育ｺﾝﾃﾝﾂの開発 ( ﾊﾟｽｺ)
• ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞを用いたﾊｲﾃｸ理科･社会教育ｼｽﾃﾑの構築( ﾊﾟｽｺ )
• ｶﾘｷｭﾗﾑに連動したｺﾝﾃﾝﾂ･ﾂｰﾙの開発と学校での活用 (こねっとﾌﾟﾗ

ﾝ教育ｺﾝﾃﾝﾂ開発研究会)

• 表現教育分野のｴｰｼﾞｪﾝﾄ指向ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習支援ｼｽﾃﾑの開発( ﾌﾟﾛｼｰ
ﾄﾞ)

• 暦象ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽによる編集航行型研究教育ｼｽﾃﾑ( 慶應義塾大学)
• 小中学生向け情報編集力 =ﾈｯﾄﾜｰｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾘﾃﾗｼ養成ｲﾝﾌﾗｼｽﾃ

ﾑの構築(ﾘｸﾙｰﾄ)

• ﾊﾞｰﾁｬﾙﾕﾆﾊﾞｰｼﾃｨ構築のための国際実証実験ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ
ﾄ(青山学院大学)

• 生徒による教育素材の能動的な利用を促進する授業支援ｼ
ｽﾃﾑ (内田洋行)

• 明日の情報教育ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ(日立ｿﾌﾄｳｪｱｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ)

• ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ向け点字楽譜の学習及び作成ｼｽﾃﾑの開発(ﾏｲｸﾛ
CAD)

• 聴覚障害者用　発音支援ｼｽﾃﾑの開発実証 (山武)
• 歌の振り付けを活用した手話教育ｺﾝﾃﾝﾂの開発 (東京ｼｽﾃﾑ

ﾊｳｽ)

• 学校教育とｺﾐｭﾆﾃｨの連携による情報教育推進事業
(仙台ｿﾌﾄｳｪｱｾﾝﾀｰ)

• ｵｰﾌﾟﾝﾈｯﾄﾜｰｸによる広域型情報ﾘﾃﾗｼｰ学習・教育
事業 (熊本ｿﾌﾄｳｪｱ)

• ﾏﾙﾁﾘﾝｶﾞﾙ対応の語学教育ｼｽﾃﾑの開発・実証の提案
(NTTｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ)

• 情報教育推進のためのｲﾝﾌﾗ､ｺﾐｭﾆﾃｨ及びｺﾝ
ﾃﾝﾂ開発(E*net)

• ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを用いた双方向教育支援システムの開発及び実証実験
(飯能ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ)

• 「地域の教育力」支援ｼｽﾃﾑによる地域内教育の実証実験(野村総
合研究所)

• 非都市型地域における教育力の活用に向けた情報
交流ｼｽﾃﾑ(富士通)

• 産学連携ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ支援ｼｽﾃﾑの開発(ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾗﾝｹﾞｰ
ｼﾞｱﾝﾄﾞｶﾙﾁｬｰｾﾝﾀｰ)

• 学校教育とｺﾐｭﾆﾃｨの連携による情報教育推進事業
(仙台ｿﾌﾄｳｪｱｾﾝﾀｰ)

• 教育分野におけるﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ利用推進事業(ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰ
ｽ振興ｾﾝﾀｰ)

• 教育ｺﾐｭﾆﾃｨｼｽﾃﾑ開発と有効利用に係わる実証実験
(西日本電信電話)

• 先生と生徒のためのﾉｳﾊｳ蓄積型教材ﾈｯﾄﾜｰｸ(東洋情
報ｼｽﾃﾑ)

• 教育技法の共有化ｼｽﾃﾑの開発及び実証実験(京都ﾘｻｰ
ﾁﾊﾟｰｸ)

• 教員向け情報ﾘﾃﾗｼｰ向上ｼｽﾃﾑによる新しい研修形態の提案 (ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教育開発ｾﾝﾀ )
• 司書教諭･SE等の連携による教員の情報化研修支援ｼｽﾃﾑ開発(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教育開発ｾﾝﾀ)
• 初等中等情報教育のための教材開発と教育支援形態の実証実験(日立製作所 )
• 情報化推進ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ･ﾘｰﾀﾞ育成のための研修ｼｽﾃﾑ開発(日本教育工学振興会)
• ｳｪﾌﾞ共有技術を用いた遠隔教員研修支援ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ (日本IBM)
• 情報教育指導者育成のための仮想研修ｾﾝﾀｰの開発実証(SCC)
• 教員と保護者の情報ﾘﾃﾗｼｰ向上のための先進的研修ｼｽﾃﾑ(富士通FIP)
• 情報教育担当教員育成のための分散協調型自己学習支援ｼｽﾃﾑ(長野県情報技術振興ｾﾝﾀｰ)
• 情報教育指導者育成のための居ながら学習支援ｼｽﾃﾑ (ﾕｰﾐｯｸｽ)

• 情報ﾘﾃﾗｼｰ教育のﾓﾃﾞﾙｶﾘｷｭﾗﾑの作成と展
開(早稲田大学 )

先進的教育用ﾈｯﾄﾜｰｸﾓﾃﾞﾙ地域事業
• 高速ネットワーク活用教育システム実証事業(ＮＴＴｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ

ｽﾞ,NHKｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ21)

初等中等教育における
先進的な取り組み
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企業

単独の大学による
バーチャルキャンパス

講義用ソフトウェア・シミュレータ等

複数大学によるバーチャルユニバーシティ

大学等

家庭

インターンシップ

バーチャルユニバーシティ、遠隔教育

初等中等教育

大学等

大学等

大学等

大学等

情報・知識共有環境

遠隔教育
協調学習

遠隔教育

協調学習

遠隔学習

遠隔学習

遠隔授業
インターネット

• 産学連携ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ支援ｼｽﾃﾑの開発 (ｲﾝﾀｰﾅ

ｼｮﾅﾙﾗﾝｹﾞｰｼﾞｱﾝﾄﾞｶﾙﾁｬｰｾﾝﾀｰ)

• 情報技術ｸﾞﾛｰﾊﾞﾗｲｾﾞｰｼｮﾝへのﾘｲﾝﾍﾞﾝﾃｨﾝｸﾞ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑ(慶應義塾大学)

• 暦象ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽによる編集航行型研究教育ｼｽﾃﾑ( 慶
應義塾大学)

• ﾏﾙﾁｴｰｼﾞｪﾝﾄﾓﾃﾞﾙによる社会ｼﾐｭﾚｰﾀｼｽﾃﾑの開発および普及事
業（構造計画研究所)

• ｴｰｼﾞｪﾝﾄ指向多言語ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｹﾞｰﾑによる国際経営教育 ( 日本

経営センター )
• 仮想現実感による体感的なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ教育ﾂｰﾙの開発と評価(ｿﾘｯ

ﾄﾞﾚｲ研究所)
• ﾈｯﾄﾜｰｸ配信型教育ｼｽﾃﾑの開発とＪａｖａ教育の実証実験 (東京

理科大学)

• 自由対話を可能とする英会話学習ｿﾌﾄの開発､及び実証実験( 沖
ｿﾌﾄｳｪｱ)

• 学校教育及び生涯教育におけるGIS教育ｺﾝﾃﾝﾂの開発( ﾊﾟｽｺ)

• 次世代ﾃﾚﾌﾟﾚｾﾞﾝｽ支援環境の開発研究(慶應義塾
大学)

• 起業家を支援する産学協働型ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑの開
発及び実験(三菱総合研究所)

• 高知工科大学及び宮城大学を中核として実施する
ﾊﾞｰﾁｬﾙﾕﾆﾊﾞｰｼﾃｨ実証事業(日本ＩＢＭ)

• ﾊﾞｰﾁｬﾙﾕﾆﾊﾞｰｼﾃｨ構築のための国際実証実験ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ(青山学院大学)

• Webｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞによる創造的学習環境の開発 (ｺ
ﾏﾂｿﾌﾄ)

• 学校間連携のための EDI及び遠隔教育ｼｽﾃﾑの開
発実証事業(新日鐵情報通信ｼｽﾃﾑ)

• 知的ｴｰｼﾞｪﾝﾄによる遠隔教育ｼｽﾃﾑの開発と実証
実験(電子学園)

高等教育における
先進的な取り組み
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家庭

商店

公民館

企業

教育関連機関

公民館等

自治体

集合研修
遠隔学習

企業

企業 企業

（経営者、社員）
遠隔学習

遠隔教育、コミュニティ、情報提供
遠隔教育

遠隔教育

情報・知識共有環境

大学

地域学習システム 社会人学習システム

• ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ市民塾の開発・実証実験(ｲﾝﾃｯｸ)
• 岡山情報ﾊｲｳｪｲを活用した生涯学習支援ｼｽﾃﾑの構築(ｼ

ｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ岡山)
• 地域住民情報活用能力育成教育ｼｽﾃﾑの開発と世田谷

区での実験(学研)
• 地域の教育力支援ｼｽﾃﾑ(野村総合研究所)
• 非都市型地域における教育力の活用に向けた情報交流ｼ

ｽﾃﾑ(富士通)
• 学校教育とｺﾐｭﾆﾃｨの連携による情報教育推進事業(仙台

ｿﾌﾄｳｪｱｾﾝﾀｰ)
• ｵｰﾌﾟﾝﾈｯﾄﾜｰｸによる広域型情報ﾘﾃﾗｼｰ学習・教育事業

(熊本ｿﾌﾄｳｪｱ)

• 中小・中堅企業の情報ﾘﾃﾗｼｰ教育推進のため
の実証実験(横川ｲﾝﾌｫﾃｯｸ)

• 経営幹部等の情報利活用能力向上のための自
己学習ｼｽﾃﾑの開発(関西情報センター )

• 時間的空間的制約を克服し知の蓄積を活用す
る産業人教育ｼｽﾃﾑ(社会経済生産性本部)

• ｴｰｼﾞｪﾝﾄ指向多言語ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｹﾞｰﾑによる国際
経営教育( 日本経営データセンター)

• ｵｰﾌﾟﾝﾈｯﾄﾜｰｸによる広域型情報ﾘﾃﾗｼｰ学習・
教育事業(熊本ｿﾌﾄｳｪｱ)

• 学校教育及び生涯教育におけるGIS教育ｺﾝﾃﾝ
ﾂの開発( ﾊﾟｽｺ)

• 高知工科大学及び宮城大学を中核として実施する
ﾊﾞｰﾁｬﾙﾕﾆﾊﾞｰｼﾃｨ実証事業(日本ＩＢＭ)

• 起業家を支援する産学協働型ｴｰｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑの開
発及び実験(三菱総合研究所)

• 暦象ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽによる編集航行型研究教育ｼｽﾃﾑ
( 慶應義塾大学)

生涯教育・社会人教育における
先進的な取り組み
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今後の予定

• 成果の普及

– 個々のプロジェクトで成果の展開（販売）を図るととも
に、ＩＰＡでのプロモーション活動を行う。

• 成果発表会

– 全成果物の展示、テーマ企画及び講演会
• 平成１２年７月２８，２９日

• 赤坂プリンスホテル

• 出版

– プロジェクト横断的なテーマ毎の総括評価を交えた教
育関係者のバイブルとなる本を出版予定（７月初旬）


